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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、第二次大戦後から1950年代半ばまでの戦後日本の原子核物理学の研究体制
の確立過程を明らかにすることである。とくに、日本の物理学史に特有の方法論的な問題を大きく取り上げ、「バトル
・ゾーン」や「セルフ・オリエンタリズム」などの概念を用いた分析をした。個別事例としては、戦時中の軍事研究と
戦後の物理学研究と関連、戦後日本のラジオアイソトープの輸入、原子核研究所設立時の「田無問題」などの分析を行
った。

研究成果の概要（英文）：This study aims to understand the historical process through which the Japanese 
scientific community reestablished the discipline of nuclear physics after WWII. One of the main themes 
of this study concerns methodological issues related to historical studies on physics in Japan. For this 
propose, I attempted to apply a few theoretical concepts, such as “ battle zone” (inspired by Peter L. 
Galison’s “ trading zone”) and “ self-orientalism.” Case studies of this research include the 
relation between Japan’s magnetron research during the war and QED after the war, Japan’s import of 
radioisotopes after the war,　and the issue of the “Tanashi Affairs” at the establishment of the 
Institute for Nuclear Study.

研究分野：科学史

キーワード： 科学史　物理学史　原子核物理学　ラジオアイソトープ　仁科芳雄　原子核研究所　セルフ・オリエン
タリズム　バトル・ゾーン
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１．研究開始当初の背景 
日本には戦前から現在まで原子物理学の強
い伝統が存在する（「原子物理学」を量子論
から素粒子論に至るまで様々な下位分野を
生み出した総体として用いる）。しかし、日
本でこの分野がどのようにして発展しえた
のか、という問題はまだ十分に答えられてい
ない。この分野は実用性が明らかでない基礎
研究であり、その実験的検証には加速器など
高価な装置を必要とする。米国でのこの分野
の発展は核の軍事利用により説明されるが 
[1]、日本ではそのような説明は成立しない。
核の平和利用を一要因と推測できるが、原子
力と原子核物理学との関係は単純なもので
はなかったと思われる。そこで、日本の歴史
的状況から上記の問いに答える研究が望ま
れる。 

1955 年前後は、政治体制の確立期である
が、原子核研究所・原子力研究所が設立され
るなど、日本の原子核物理学（この時期の原
子物理学をこのように表現する）の研究体制
の確立期であり、同時に科学技術政策、特に
原子力政策が確立され、第五福竜丸事件が起
こるなど、原子核物理研究を取り巻く政治
的・文化的状況の転換期でもあった。その意
味で、1945年から 1950年代半ばまでは、そ
の後の日本での発展を準備する重要な時期
であったと考えられる。 
 戦後日本の原子核物理の歴史は、原爆・原
子力という関心の高いテーマと隣接し、個別
事例についての研究や、関連する研究が比較
的存在する。通史的としては、例えば中山、
吉岡らの通史的研究[2]が原子核物理の歴史
に関する内容を含む。政治的な状況について
は広重の研究[3]、占領期については笹本の著
作[4]、そして原子力との関連では吉岡の研究
[5]がある。原子核物理と原子力を扱うものと
して山崎の研究[6]等がある。また日米共同研
究として日本の素粒子論の歴史を扱うもの
がある [7]。より最近の国外の研究としては、
Lowによるもの[8]がある。これらは個別事例
に関し多くの知見をもたらし、本研究もそれ
らに依拠するところが大きいが、それらは必
ずしも冒頭で述べた問いに答えることを目
的とせず、また総体としてまだ解明されてい
ない点が少なくない。例えば原子核物理学の
発展と原爆・原子力との関係を明らかにする
には、この時期の原子核物理をめぐる社会、
政治、文化の状況に加えて、原子核研究所や
原子力研究所の設立、この時期のキーパーソ
ン、例えば仁科芳雄、嵯峨根遼吉、菊池正士
などの活動についての研究が必要であり、本
研究はこれらのギャップを埋めることを目
指す。 
申請者は、日本の物理学史の研究を続けて
おり、平成 14 年に量子力学の移入と原子物
理学の日本での創始についての学位論文を
提出し[9]、その成果の一部分は発表した[10]。
平成 20年から 22年にかけて、湯川、朝永、
坂田の資料整備のプロジェクトに参加し、資

料的基盤の整備に貢献した。また戦後の日本
の科学観をとくに原子爆弾とロボットの表
象から分析し、国際学会での発表、国内外で
の論文出版をした[11]。平成 21 年度から 23
年度にかけて、科学研究費補助金を得て、戦
前・戦中における日本の原子物理学の歴史的
研究を行い、量子力学への日本への伝播と戦
中までの原子物理学の発展を扱い、その成果
の一部は公刊予定であり[12]、研究成果全体
をまとめた出版物を準備中である。戦前・戦
中を扱う研究はこれをもって完了とし、本研
究計画は、終戦から 50 年代なかばまで（原
子核研究所・原子力研究所の設立・始動まで）
の発展を扱う。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、第二次大戦後から 1950 年
代半ばまでの戦後日本の原子核物理学の研
究体制の確立過程を明らかにすることであ
る。終戦は日本の原子物理学にとって大きな
節目であり、1955 年前後は関連した研究所の
設立や原子力政策の策定、水爆実験と被曝な
ど、日本の原子核物理学の研究体制が一応固
まると同時に、日本の原子力観の転換期だっ
たと考えられる。本研究は最終的に、なぜ日
本で原子物理学が発展したか、という問いに
答える事を目指し、戦前期を扱った前研究計
画に継続して、この時期の原子物理学の発展
とその社会的・文化的背景を明らかにしよう
とするものである。 
より具体的には主として四つの点を明らか
にする： 
（１） 戦後の原子核物理学は戦前とどう
連続していたか。 
（２） 占領期の社会的・文化的状況は当時
の原子核物理・原子力開発にどの影響したか。 
（３） 50 年代半ばまでの文化社会政治的
状況は原子核物理の発展をどのように特徴
づけたのか。 
（４） この時期を通して、国際的な科学研
究は日本の原子核物理にどの影響したか。 
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３．研究の方法 
本研究は、文献資料と聞取り調査に基づく、
歴史学的個人研究である。従って研究活動に
は、以下のことが含まれる。 
(1) 文書館等における未出版史料を中
心とする一次資料の調査・分析。 
(2) 図書館等における出版物一次資料
と関連する二次文献の調査・収集・分析。 
(3) 生存している関係者に対する聞取
り調査。 
(4) 中間的な成果を発表するための学
会発表。 
(5) 最終的な成果を発表するための学
会発表 
(6) 戦後日本の原子物理学・素粒子物理
学の発展に関する論文の執筆 
 
４．研究成果 
申請書に記載した研究の方法に基づいて、以
下のような研究活動を行った。 
(1) 文書館等における未出版史料を中心とす
る一次資料の調査・分析 
国内に関しては、国立国会図書館、北海道

大学史料室、仁科記念財団、京都大学基礎物
理学研究所湯川記念資料室、筑波大学朝永記
念室、名古屋大学理学部物理教室坂田記念史
料室、宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究
所などで、調査を行った。国外に関しては、
ニールス・ボーア研究所ニールス・ボーア・
アーカイブズ、米国国立公文書館、英国国立
公文書館、ケンブリッジ大学チャーチル・コ
レッジ・アーカイブズ・センター、カリフォ
ルニア大学バンクロフト・ライブラリー、マ
ックスプランク科学史研究所図書室などで
調査を行った。 
 
(2) 図書館等における出版物一次資料と関連
する二次文献の調査・収集・分析。  
これについては個別に記さないが、この部
分が支出の大きな割合を占めると同時に、の
ちに述べるように研究方法論上の問題が大
きな課題として浮上したので、二次文献の分
析が重要な位置を占めるようになった。 
 
(3)生存している関係者に対する聞取り調査。 
今回対象とする時期に関して、関連するテ
ーマについて聞くことのできる生存者がほ
とんどおらず、他方で、文書資料が極めて多
いため、文書資料の調査を優先して聞取り調
査は実施しないことにした。 
 
(4)中間的な成果を発表するための研究会や
学会発表等 
 下に記すように、期間中に国内外の学会で
20 件と、活発な学会発表を行うと同時に、研
究会や学会におけるセッションを合計９回
企画した。以下にその主なものを挙げる： 
①  第三回「科学と社会」ワークショップ「科
学・技術と地域住民」（科学社会学会共催）。
総研大葉山キャンパスにおける二日間の
ワークショップ、2015 年 12 月 
② Historiography of Cultural Diversity 
in the History of Science. History of 
Science Society Annual Meeting におけ
るセッション、2015 年 11 月。 
③  SOKENDAI“Science and Society” 
Workshop No. 2: The Cold War and 
Science. 総研大葉山キャンパスにおけ
る二日間のワークショップ、2014 年 12
月 
④  “Nuclear Legacies: Radiation Risk in 
Historical and Anthropological 
Perspectives,”  科学技術社会論学会
におけるセッション、2014 年 11 月大阪
大学 
⑤ 「『御用学者』とはだれか？：科学技術を
めぐる知識生産と利害関係の社会論序
説」 科学技術社会論学会第 11 回年次研
究大会におけるワークショップ、2012 年
11 月。小島剛氏（京都大学）と共同企画。 
 
(5)最終的な成果を発表するための学会発表 
 下に記したように、最終年度に国内外で学



会発表した。しかし、その前の学会発表が中
間発表だったわけではかならずしもなく、ま
た、まだすべての研究内容を発表したわけで
はない。 
 
(6)学術論文の執筆 
 本研究の成果のうち、すでに雑誌論文や論
文集への寄稿論文として出版されたものは
日本語では 3 件、英語と仏語で各一件あり、
人文科学系の研究者としては十分なアウト
プットであると思われるが、これらの成果は
日本語の一件を除いて、本研究でもともと目
的としていた成果というよりも、概説的・方
法論的成果であり、主な成果は今後発表され
る予定である。                     
 
 研究成果のうち、すでに出版ないし報告さ
れたのは次のような内容である。 
① 戦後日本の物理学史に関する方法論的な
問題についての研究 
 これは当初研究目的としていなかったが、
研究の途中で大きな課題として浮上した問
題である。これは大きく二つにわけることが
できる。一つは、日本への科学的知識の伝播
がどのようなメカニズムで生じるのか、とい
う問題である。これは明治以来の日本におけ
る科学技術全般に関する問題であり、そのよ
うな問題として取り扱った。これに関して、
Peter Galison が用いた「交易圏（トレーデ
ィング・ゾーン）」の考えに着想を得て、知
識の比較・伝播に関する「バトル・ゾーン」
という概念を提唱し、明治期における西洋科
学導入と、戦後における核物理学の導入につ
いてこの考えを試みた。 
 もう一つの問題は日本の物理学史におけ
るオリエンタリズム、とくに「セルフ・オリ
エンタリズム」の問題である。これに関して
特に湯川秀樹の著作や、幾人かの物理学史家
の著作を分析した。 
② 国際地球観測年における南極観測事業に
ついての研究 
 本研究の大きな目標は日本における巨大
科学の誕生を理解することであったが、それ
を別の観点から見る課題が、大学院生との共
同研究によって浮上した。1957 年から 1958
年の国際地球観測年における南極観測事業
は、当時の日本の科学にとって巨大科学研究
プロジェクトと言ってよい規模であったと
思われるが、それが始まるきっかけを作った
のが、国家ではなく、朝日新聞社という民間
企業であった。これは巨大科学の始まりかた
について、新たな光を与えようとするもので
あり、本研究の目的のうち、（１）、（３）、（４）
にかかわるものである。 
③  原子核研究所の創設 
 原子核研究所の創設にかかわるいわゆる
「田無問題」について、国内外の学会で発表
した。これは一方では日本における核物理学
の発展の一つのカギであったと同時に、住民
と研究者の間の対話の最初期の例であり、き

わめて重要であるが、これまでの研究には
様々な問題があることが分かった。この事例
については研究の結果、きわめて豊富な内容
があることがわかり、現在二本にわけて論文
を執筆中である。これは本研究の目的のうち、
（１）および（３）に主にかかわるものであ
る。 
④  戦後日本におけるラジオアイソトープ
の輸入 
 戦後に日本における核物理学は、ラジオア
イソトープの輸入によって再開した。それは
原子核物理において日本が国際的な研究者
共同体に復帰することであると同時に、世界
的なラジオアイソトープの様々な利用に日
本が参加したことでもある。ラジオアイソト
ープの生物学・医学への利用についての研究
は近年進展し、多大な関心を引いているが、
日本についての研究はほとんどなされてい
ない。本研究はそのギャップをうめるもので
もある。とくに米国側の資料により、日本へ
の輸出が実現した経緯を明らかにした。これ
については、国内学会、国際学会において研
究発表をした。これについての論文も複数計
画しており、そのうちの一本を現在執筆中で
ある。これは本研究の目的のうち、（１）、（２）
および（４）にかかわるものである。 
⑤  マグネトロン研究と量子電磁力学 
 戦時期に日本の原子核物理学者たちは軍
事研究に動員されたが、そのうちの一つがマ
グネトロンの研究であった。本研究では、マ
グネトロンの研究とそれらの研究者が戦後
行った物理学の研究との関連を明らかにし
た。これについては国際学会に発表済みであ
り、近く国際ジャーナルに投稿の予定である。
これは本研究の目的のうち、（１）および（２）
にかかわるものである。 
                                                              
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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